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図

▲桂ノ沢遺跡から出土した最大
級の遮光器土偶

▲展示会場は弘前大学人文学部総合教育棟２階。期間中は無休

（入場無料）。弘前駅前からタクシーで５分。バス利用の場合、

３番乗り場から小栗山線に乗車、「弘前大学前」下車

▲向様田遺跡や二重鳥遺跡から出土したさまざまな形の土偶。土偶

とは人形をした土製の焼き物で、多くは女性を表していると言われ

ています。縄文時代の早期に出現し、亀ヶ岡文化に代表される縄文

後・晩期に最も発達し、様式化した各種の土偶が登場しました

▲笑っているように見える「笑
う岩偶」（白坂遺跡出土）

▼漆下遺跡から出土した、漆が底に残った状態の器（下）や、漆が塗られた土器（右の写真の一部）
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こ
の
展
示
会
は
、
森
吉
山
ダ
ム
の
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
森
吉
地
区
の
亀
ヶ
岡
文
化
を
紹

介
す
る
も
の
で
、
向
様
田
遺
跡
、
二
重
鳥
遺
跡
、
桂
ノ
沢
遺

跡
、
白
坂
遺
跡
な
ど
の
出
土
品
や
発
掘
状
況
の
写
真
な
ど
５

０
０
点
以
上
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
亀
ヶ
岡
文
化
」
と
は
、
縄
文
時
代
晩
期
（
約
３
千
年
前

〜
２
千
３
百
年
前
）
に
北
海
道
渡
島
半
島
か
ら
東
北
一
円
に

か
け
て
盛
行
し
た
文
化
の
こ
と
。
青
森
県
亀
ヶ
岡
遺
跡
か
ら

出
土
し
た
土
器
に
ち
な
ん
で
こ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
北
秋

田
市
周
辺
で
は
、
藤
株
遺
跡
、
麻
生
遺
跡
、
「
笑
う
岩
偶
」

が
出
土
し
た
白
坂
遺
跡
、
そ
し
て
ダ
ム
建
設
で
発
掘
調
査
が

始
ま
っ
た
小
又
川
流
域
の
向
様
田
遺
跡
ほ
か
の
遺
跡
が
知
ら

れ
、
精
巧
な
土
器
・
土
偶
、
仮
面
、
岩
版
、
石
棒
・
石
剣
、

漆
製
品
、
装
身
具
な
ど
豊
か
な
文
物
が
出
土
し
て
い
る
の
が

特
徴
で
す
。

　

今
回
の
展
示
会
で
は
、
白
坂
遺
跡
出
土
の
「
笑
う
岩
偶
」

を
は
じ
め
、
大
型
・
小
型
の
遮
光
器
土
偶
、
漆
下
遺
跡
か
ら

出
土
し
た
「
漆
」
が
底
に
残
っ
て
い
る
状
態
の
器
な
ど
も
展

示
さ
れ
、
地
元
北
秋
田
市
民
で
も
な
か
な
か
目
に
す
る
機
会

の
な
い
も
の
も
多
く
、
森
吉
山
麓
の
亀
ヶ
岡
文
化
や
出
土
品

を
知
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
展
が
始
ま
っ
た
10
日
、
本
市
か
ら
観
覧
に
訪
れ
た

森
吉
地
区
・
根
森
田
の
三
浦
友
治
さ
ん
は
、
「
集
落
の
そ
ば

か
ら
出
た
も
の
も
あ
り
特
別
展
の
開
催
を
聞
い
て
真
っ
先
に

訪
れ
た
。
地
元
の
人
た
ち
に
も
ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い
内
容
」
と
、

展
示
品
に
じ
っ
く
り
と
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

研
究
セ
ン
タ
ー
の
藤
沼
邦
彦
教
授
は
、
「
地
元
で
も
公
開

さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
く
、
森
吉
山
麓
で
進
め
ら
れ
て
き

た
発
掘
調
査
の
実
績
を
知
る
ま
た
と
な
い
機
会
。
北
秋
田
市

か
ら
も
、
ぜ
ひ
た
く
さ
ん
の
方
に
お
出
で
い
た
だ
き
た
い
」

と
、
観
覧
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
し
た
。

　

展
示
期
間
は
11
月
10
日
（
金
）
ま
で
（
期
間
中
は
無
休
。

公
開
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）
。
料
金
は
無
料
。
会

場
は
、
弘
前
市
文
京
町
の
同
大
人
文
学
部
総
合
教
育
棟
２
階
。

【
お
問
合
せ
】

　

▽
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　

☎
０
１
８
６-

62-

６
６
１
８

　

▽
弘
前
大
学
亀
ヶ
岡
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（
会
期
中
）

☎
０
１
７
２-

39-

３
１
９
０

　

青
森
県
の
弘
前
大
学
人
文
学
部
付
属
亀
ヶ
岡

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
展
示
室
で
10
月
10
日
か
ら
、

ミ
ニ
特
別
展
「
森
吉
山
麓
の
亀
ヶ
岡
文
化
」
が

始
ま
り
、
本
市
の
縄
文
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
精

巧
な
土
器
や
石
器
、
遮
光
器
土
偶
な
ど
の
出
土

品
が
考
古
学
フ
ァ
ン
ら
の
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

北
秋
田
市
民
で
も
目
に
す
る
機
会
の
な
い
も

の
も
多
く
、
展
示
会
の
よ
う
す
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ミ
ニ
特
別
展 

「
森
吉
山
麓
の
亀
ヶ
岡
文
化
」

弘
前
大
学
人
文
学
部
亀
ヶ
岡
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

■
市
内
の
縄
文
遺
跡
出
土
の
土
器
・
土
偶
な
ど
を
展
示

白
坂
、
向
様
田
、
二
重
鳥
ほ
か
森
吉
山
麓

に
位
置
す
る
縄
文
遺
跡
の
出
土
品
を
展
示

「
笑
う
岩
偶
」
、
大
型
小
型
の
遮
光
器
土
偶
、

「
漆
」
が
底
に
残
っ
た
状
態
の
器
な
ど
も

む
か
い
さ
ま
だ

し
ろ
さ
か

ふ
た
え
ど
り

し
ゃ
こ
う
き

し
ゃ
こ
う
き

う
る
し
し
た

お
し
ま

あ
そ
う

ふ
じ
か
ぶ

独
特
の
形
の
頭
部

な
ど
が
縄
文
時
代

へ
の
ロ
マ
ン
を
か
き

た
て
る
遮
光
器
土
偶
※
（
向
様
田
遺
跡
出
土
）
。

　

※
北
方
系
の
一
部
の
民
族
が
雪
中
の
光

除
け
に
着
用
す
る
「
遮
光
器
」
に
似
て
い

る
こ
と
に
由
来

◇
開
催
期
間
は
11
月
10
日
ま
で


